
10

20

30

40

50

JP 2021-140070 A5 2023.8.31(1)

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 8 月 3 1 日 ( 2 0 2 3 . 8 . 3 1 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 1 - 1 4 0 0 7 0 ( P 2 0 2 1 - 1 4 0 0 7 0 A )
【 公 開 日 】 令 和 3 年 9 月 1 6 日 ( 2 0 2 1 . 9 . 1 6 )
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2 0 2 1 - 0 4 4
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 0 - 3 8 8 5 3 ( P 2 0 2 0 - 3 8 8 5 3 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ ３ Ｇ 2 1 / 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ ３ Ｇ 2 1 / 1 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ ３ Ｇ 1 5 / 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ ３ Ｇ 2 1 / 1 6 １ ２ ０  　 　 　
　 Ｇ ０ ３ Ｇ 2 1 / 1 8 １ ６ ７  　 　 　
　 Ｇ ０ ３ Ｇ 2 1 / 1 8 １ ７ ８  　 　 　
　 Ｇ ０ ３ Ｇ 1 5 / 1 6 １ ０ ３  　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 8 月 2 3 日 ( 2 0 2 3 . 8 . 2 3 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 制 御 部 を 有 す る 装 置 本 体 と 、
  前 記 装 置 本 体 に 装 着 さ れ た 感 光 体 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 第 １ 方 向 に 延 び る 回 転 軸 線 を 中 心  
に 回 転 可 能 な 感 光 体 を 有 し 、 前 記 装 置 本 体 に 対 し て 前 記 第 １ 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 方 向 を 移  
動 方 向 と す る 感 光 体 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 装 置 本 体 に 設 け ら れ 、 前 記 装 置 本 体 に 対 し て 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 移 動 さ せ ら れ る  
時 に 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト を ガ イ ド す る ガ イ ド 手 段 と 、
　 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 装 着 部 に 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ る 現 像 カ ー ト リ ッ ジ で あ  
っ て 、 現 像 剤 を 収 容 す る 筐 体 と 、 前 記 筐 体 に 収 容 さ れ た 前 記 現 像 剤 を 用 い て 前 記 感 光 体 上  
の 静 電 潜 像 を 現 像 す る 現 像 ロ ー ラ と 、 現 像 カ ー ト リ ッ ジ に 関 す る 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 媒 体  
と 、 を 有 す る 現 像 カ ー ト リ ッ ジ と 、
　 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 第 １ コ ネ ク タ で あ っ て 、 前 記 現 像 カ ー ト リ ッ ジ が 前 記  
感 光 体 ユ ニ ッ ト に 装 着 さ れ た 状 態 で 前 記 記 憶 媒 体 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 １ 接 点 端 子 を 有  
し 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト に 対 し て 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 の 双 方 と 交 差 す る 第 ３ 方  
向 に 移 動 可 能 な 第 １ コ ネ ク タ と 、
　 前 記 装 置 本 体 に 設 け ら れ た 第 ２ コ ネ ク タ で あ っ て 、 前 記 制 御 部 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第  
２ 接 点 端 子 を 有 し 、 前 記 第 １ 接 点 端 子 と 前 記 第 ２ 接 点 端 子 が 接 触 す る よ う に 前 記 第 １ コ ネ  
ク タ と 係 合 可 能 な 第 ２ コ ネ ク タ と 、
を 備 え た 画 像 形 成 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 ガ イ ド 手 段 に よ っ て ガ イ ド さ れ な が ら 着 脱 位 置 か ら 画 像 形  
成 位 置 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 着 脱 位 置 は 、 前 記 装 着 部 に 対 す る 前 記 現 像 カ ー ト  
リ ッ ジ の 着 脱 が 可 能 と な る 位 置 で あ り 、 前 記 画 像 形 成 位 置 は 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ の 前 記 第  
１ 接 点 端 子 と 前 記 第 ２ コ ネ ク タ の 前 記 第 ２ 接 点 端 子 が 接 触 し 且 つ 前 記 画 像 形 成 装 置 が 画 像  
形 成 動 作 を 実 行 可 能 と な る 位 置 で あ っ て 、 前 記 着 脱 位 置 よ り も 下 方 の 位 置 で あ り 、
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  前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 着 脱 位 置 か ら 前 記 画 像 形 成 位 置 に 移 動 す る 過 程 で 前 記 感 光  
体 ユ ニ ッ ト の 前 記 移 動 方 向 が 水 平 方 向 に 対 し て 下 向 き に 傾 く よ う に 、 前 記 ガ イ ド 手 段 に よ  
っ て ガ イ ド さ れ 、
  前 記 第 １ コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ は 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 前 記 着 脱 位 置 か ら 前  
記 画 像 形 成 位 置 に 移 動 さ せ ら れ て い る 間 に 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト の 前 記 移 動 方 向 と 前 記 水  
平 方 向 と の 間 の 角 度 が 最 大 角 度 と な る 前 に 、 互 い に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 第 １ コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ は 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト の 前 記 移 動 方 向 と 前 記  
水 平 方 向 と の 間 の 角 度 が 前 記 最 大 角 度 よ り も 小 さ い 第 １ 角 度 で あ る 時 に 、 互 い に 係 合 す る  
よ う に 構 成 さ れ て い る 、
  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
  前 記 第 １ コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ は 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト の 前 記 移 動 方 向 が 前 記  
水 平 方 向 で あ る 時 に 、 互 い に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
  前 記 第 １ コ ネ ク タ は 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 前 記 着 脱 位 置 か ら 前 記 画 像 形 成 位 置 に 移 動  
す る 過 程 で 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト に 対 し て 上 方 に 移 動 す る 、
  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 装 置 本 体 は 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト の 下 方 に 配 置 さ れ た ベ ル ト 部 材 を 有 し 、
　 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 前 記 着 脱 位 置 に あ る 場 合 は 前 記 感 光 体 が 前 記 ベ ル ト 部 材 に 接 触 し  
て お ら ず 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 前 記 画 像 形 成 位 置 に あ る 場 合 は 前 記 感 光 体 が 前 記 ベ ル ト  
部 材 に 接 触 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 前 記 画 像 形 成 位 置 に あ る 場 合 、 前 記 ベ ル ト 部 材 と 前 記 感 光 体 の 間 に  
、 前 記 感 光 体 か ら ト ナ ー 像 が 転 写 さ れ る 記 録 媒 体 が 通 過 す る ニ ッ プ 部 が 形 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
  前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ を 前 記 第 ３ 方 向 に お い て 下 側 に 向 け て 付 勢 す  
る 付 勢 部 材 を さ ら に 有 す る 、
  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
  前 記 第 ２ コ ネ ク タ は 、 前 記 第 ３ 方 向 に お い て 移 動 し な い よ う に 構 成 さ れ て い る 、
  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
  前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 前 記 着 脱 位 置 か ら 前 記 画 像 形 成 位 置 に 移 動 さ せ ら れ て い る 間 に お  
い て 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト の 前 記 移 動 方 向 と 前 記 水 平 方 向 と の 間 の 角 度 が 前 記 最 大 角 度 と な  
る 前 は 、 前 記 第 １ 接 点 端 子 と 前 記 第 ２ 接 点 端 子 が 接 触 し て い な い 、
  こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、 制 御 部 を 有 す る 装 置 本 体 と 、 前 記 装 置 本 体 に 装 着 さ れ た 感 光 体 ユ ニ  
ッ ト で あ っ て 、 第 １ 方 向 に 延 び る 回 転 軸 線 を 中 心 に 回 転 可 能 な 感 光 体 を 有 し 、 前 記 装 置 本  
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体 に 対 し て 前 記 第 １ 方 向 と 交 差 す る 第 ２ 方 向 を 移 動 方 向 と す る 感 光 体 ユ ニ ッ ト と 、 前 記 装  
置 本 体 に 設 け ら れ 、 前 記 装 置 本 体 に 対 し て 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 移 動 さ せ ら れ る 時 に 前 記  
感 光 体 ユ ニ ッ ト を ガ イ ド す る ガ イ ド 手 段 と 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 装 着 部 に 着  
脱 可 能 に 構 成 さ れ る 現 像 カ ー ト リ ッ ジ で あ っ て 、 現 像 剤 を 収 容 す る 筐 体 と 、 前 記 筐 体 に 収  
容 さ れ た 前 記 現 像 剤 を 用 い て 前 記 感 光 体 上 の 静 電 潜 像 を 現 像 す る 現 像 ロ ー ラ と 、 現 像 カ ー  
ト リ ッ ジ に 関 す る 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 媒 体 と 、 を 有 す る 現 像 カ ー ト リ ッ ジ と 、 前 記 感 光 体  
ユ ニ ッ ト に 設 け ら れ た 第 １ コ ネ ク タ で あ っ て 、 前 記 現 像 カ ー ト リ ッ ジ が 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ  
ト に 装 着 さ れ た 状 態 で 前 記 記 憶 媒 体 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 １ 接 点 端 子 を 有 し 、 前 記 感 光  
体 ユ ニ ッ ト に 対 し て 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 の 双 方 と 交 差 す る 第 ３ 方 向 に 移 動 可 能  
な 第 １ コ ネ ク タ と 、 前 記 装 置 本 体 に 設 け ら れ た 第 ２ コ ネ ク タ で あ っ て 、 前 記 制 御 部 と 電 気  
的 に 接 続 さ れ た 第 ２ 接 点 端 子 を 有 し 、 前 記 第 １ 接 点 端 子 と 前 記 第 ２ 接 点 端 子 が 接 触 す る よ  
う に 前 記 第 １ コ ネ ク タ と 係 合 可 能 な 第 ２ コ ネ ク タ と 、 を 備 え た 画 像 形 成 装 置 で あ っ て 、 前  
記 感 光 体 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 ガ イ ド 手 段 に よ っ て ガ イ ド さ れ な が ら 着 脱 位 置 か ら 画 像 形 成 位  
置 に 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 着 脱 位 置 は 、 前 記 装 着 部 に 対 す る 前 記 現 像 カ ー ト リ ッ  
ジ の 着 脱 が 可 能 と な る 位 置 で あ り 、 前 記 画 像 形 成 位 置 は 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ の 前 記 第 １ 接  
点 端 子 と 前 記 第 ２ コ ネ ク タ の 前 記 第 ２ 接 点 端 子 が 接 触 し 且 つ 前 記 画 像 形 成 装 置 が 画 像 形 成  
動 作 を 実 行 可 能 と な る 位 置 で あ っ て 、 前 記 着 脱 位 置 よ り も 下 方 の 位 置 で あ り 、 前 記 感 光 体  
ユ ニ ッ ト は 、 前 記 着 脱 位 置 か ら 前 記 画 像 形 成 位 置 に 移 動 す る 過 程 で 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト の  
前 記 移 動 方 向 が 水 平 方 向 に 対 し て 下 向 き に 傾 く よ う に 、 前 記 ガ イ ド 手 段 に よ っ て ガ イ ド さ  
れ 、 前 記 第 １ コ ネ ク タ 及 び 前 記 第 ２ コ ネ ク タ は 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト が 前 記 着 脱 位 置 か ら  
前 記 画 像 形 成 位 置 に 移 動 さ せ ら れ て い る 間 に 、 前 記 感 光 体 ユ ニ ッ ト の 前 記 移 動 方 向 と 前 記  
水 平 方 向 と の 間 の 角 度 が 最 大 角 度 と な る 前 に 、 互 い に 係 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 こ  
と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 で あ る 。
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